




第１号議案 
令和４年度事業報告及び収支決算について 

 

令和４年度事業報告 

 

１．通常総会 

通常総会を開催し、役員の選任、令和３年度事業報告及び収支決算、令和４年度事

業計画及び収支予算を議決した。 
また、講演を開催し、コンビナートの役割や、カーボンニュートラルに向けた動向、

更なる競争力強化や国のコンビナートへの支援施策など講演いただいた。 
  開 催 日 令和４年６月２３日 
  場  所 レンブラントホテル大分 
  講  演 経済産業省資源エネルギー庁 資源・燃料部 
       石油精製備蓄課 課長 細川 成己 氏 

成城大学経営学部 教授 平野 創 氏 
        「コンビナートとカーボンニュートラル」 
       
２．競争力強化検討部会 

競争力強化ビジョンに基づく協議会の活動における企画運営を担うとともに、各分

科会の活動計画、活動状況の取りまとめを行った。 
  （部会開催実績） 
   第１回：令和４年６月１７日 
    ・グリーン・コンビナートおおいたの実現に向けた取組検討 
    ・各分科会活動報告、全国コンビナート立地道府県協議会の要望状況  

    第２回：令和５年３月２９日 
     ・ものづくり未来宣言、九州経済産業局より施策説明 他 
         
３．分科会活動事業等 

競争力強化ビジョンの実現のため、４つの分科会と１つのプロジェクトチームを設

置し、それぞれのテーマに沿って検討及び具体化に取り組んだ。 

 

  ○ユーティリティ分科会 

    各事業所での余剰エネルギーやユーティリティ資源、副産物の事業所間での

相互融通、連携等を検討 

     幹  事：ENEOS、レゾナック 

     メンバー：鶴崎共同動力、日本製鉄、ＮＳスチレンモノマー、 

          大分エル・エヌ・ジー、住友化学、大分瓦斯、東亞合成、日本

硫炭工業、日油、大分県 

     活動内容：ワーキンググループ活動、工場見学、先進地視察、資源エネル

ギーの融通検討、副生水素の活用、地場企業との連携検討 等 

 

○物流分科会 

 良好な港湾設備を最大限に活かすため、船舶大型化への対応や荷役対応力の強
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第２号議案 
令和５年度事業計画及び収支予算について 

 

令和５年度事業計画（案） 

 

１．通常総会 

 ・議案：令和４年度事業報告案及び収支決算案 
令和５年度事業計画案及び収支予算案 

  開 催 日 令和５年６月２０日 
  場  所 レンブラントホテル 二豊の間 
 
 
２．競争力強化検討部会 

 ・各分科会の活動計画及び活動状況の取りまとめ、勉強会を実施 
 ・「グリーン・コンビナートおおいた」を推進するため、カーボンニュートラ

ル検討 PT を開催 
  （部会開催計画） 
   第１回：令和５年６月１２日 
   ・各分科会取組報告、カーボンニュートラル検討 PT 他 

    第２回：令和６年３月 
  （カーボンニュートラル検討 PT 開催計画） 

随時開催予定        
 

３．分科会活動事業 

 「競争力強化ビジョン」に基づき、分科会を中心に企業間連携の具体的取組

を検討、実施 

（１）検討体制 

  ・４つの分科会（ユーティリティ、物流、規制緩和、人材育成）とスマ

ート保安・IoT 推進プロジェクトチームを中心に取組を推進 

   ※検討状況の把握、全体調整については各社の現場責任者等で構成する

競争力強化検討部会が担う。 

  

（２）研修会、先進地視察等の実施 

  ・問題解決策の検討のため、分科会毎に特定分野の研修会等を開催 

 

（３）競争力強化ビジョン実現に向けた活動 
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大分コンビナート企業協議会 人材育成分科会 

令和４年度活動状況について 

 

１ 分科会等の開催  

  令和４年 ５月２５日 幹事会 

       ８月３１日 第１回人材育成分科会 

令和５年 ３月２３日 女性活躍推進セミナー及び第２回人材育成分科会 

                  

２ 取組事項 

（１）山陽人材育成出前講座研修（講師 山陽技術振興会） 

・第１回 令和４年１１月１０日～１１日 ※オンライン上で実施 

 テーマ「設備管理」１０社２１名  

 幹事社：NSスチレンモノマー、レゾナック 
   ・第２回 令和５年２月６日～７日 ※オンライン上で実施 

    テーマ「トラブル事例分析による事故災害の未然防止」８社１７名 
幹事社：九州電力、NSスチレンモノマー 

※受講費用 大分県コンビナート企業協議会より半額助成 

（２）女性活躍推進セミナー ８社１３名 

   ・講演 社会保険労務士 佐々木 愛子氏 

   テーマ 「現場の声から考える女性の継続就労」 

 

（３）安全実技体験研修  

令和４年１０月１３日  

「火災爆発実体験」「ロール挟まれ実体験」「圧力安全実体験」１０社６０名受講  

担当 レゾナック 

 

 （４）プラント運転・保安IoT/AI人材育成出前講座 
   ・スマート保安・IoT推進プロジェクトチームと共催 

 （５）小中学校出前授業 

     令和４年１２月７日「キッチンにある試薬で化学のものづくりを体感」鶴崎小学校5年生71名、 

    担当 レゾナック 

 
■新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、「事業所間交流会」、「若手・中堅交流会」は中止。 
 
 

３ 今後の検討テーマ（案） 

（１）若手・中堅社員の人材育成について 

  ① 事業所間交流会 
  ② 若手・中堅交流会 
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（２）女性の活躍推進について 

（３）連携した人材育成の取組について  

  ・ 山陽人材育成出前講座 
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県からの報告事項について 
 
１．大分コンビナートの強靱化に向けた取組について 

（１）政府への要望 

①全国石油コンビナート立地道府県協議会 

構成県（１４道府県）…石油化学コンビナート、製油所の立地道府県で構成 

   会 長：茨城県(R4.4～)    副会長：千葉県、岡山県 

   その他構成県：北海道、宮城県、神奈川県、愛知県、三重県、大阪府、 

和歌山県、山口県、愛媛県、大分県、沖縄県 

活 動：石油コンビナートの産業振興や防災に関し、関係道府県間の情報共有を 

図るとともに、政府・関係省庁・政党等への要請活動を行う 

○平成２５年８月設置 

平成２８年１月～令和４年３月（会長 大分県） 

今年度も、コンビナートの国際競争力の強化と強靱化を２本の柱とし、 

国へ要望 

   

（主な要望事項） 

○国際競争力強化への支援 

・発電設備の改修などエネルギー構造の転換に向けた投資や、新たなエネルギー産

業の展開を見据えた研究開発・実証実験への支援 

・エネルギー需給構造や産業構造の転換、CO2 回収・貯留の実現に向けた、民民連

携や官民連携による取組に対する支援 

・燃料転換によるエネルギーコスト及び CO2 の利活用、回収・貯留等の CO2 削減

に繋がる技術導入による CO2 削減コストに対する支援の拡充 

○強靭化への支援 

・大規模自然災害時の石油漏洩や火災を防ぐための対策への継続的な支援 

・国主導による公共護岸の強靭化、民有護岸に対する支援内容や対象の拡充 

  

②県単独要望について 

○令和 5年 6月 7日、8日に「グリーン・コンビナートおおいた」の実現に向けた 

取組や県土強靱化の加速の要望を経済産業省や国土交通省へ実施 

（主な要望事項） 

 ・水素等のサプライチェーン構築や供給拠点化に向けた技術実証等に対する継続的な支援 

 ・ＣＣＵＳ／カーボンリサイクル拠点化に向けた技術実証等に対する継続的な支援 

 ・地熱等の再生可能エネルギー開発の加速 

 ・カーボンニュートラルポート形成に向けた計画策定に対する財政的・技術的支援 

（２）大分臨海部の地震津波対策の取組について 

○南海トラフ地震に備えたコンビナート護岸の強靱化対策について、国の直轄事業化 

による早期の護岸改修を実施。 

→津波・高潮対策として護岸の整備を国が新規直轄事業化 

 ・海岸保全施設整備事業 21,367ｍ（護岸（改良）、陸閘、胸壁） 

・平成 29 年度～令和 17 年（2017～2035） 

・総事業費 300 億円 

 



２．県関連事業紹介について 

（１）コンビナート企業と地場企業の連携 

 ・地場企業の新技術・新製品ＰＲの場としておおいた産産交流会等の開催 

 ・コンビナート企業のスポット発注等のニーズに応じたマッチングを支援 

  【連携・支援機関】 

（一社）大分県工業連合会（事務局 工業振興課）※産産交流会の実施、マッチング支援 

   （公財）大分県産業創造機構 ※マッチング支援 

    大分県ドローン協議会（事務局 大分県産業科学技術センター） 

（２）次世代エネルギー(水素等)の検討 

○本県の強みである地熱・太陽光等を活用したグリーン水素の製造から利活用まで、コ   

ンビナート企業とも連携を図りながら、県内関連産業の育成に向けた取組を推進。 

 【連携・支援機関】 

大分県エネルギー産業企業会（事務局 新産業振興室） 

大分県工業振興課 

（３）カーボンニュートラルポート検討会（令和 4 年 3 月設置） 

○大分港において次世代エネルギー(水素・アンモニア等)の受入環境を整えることで、

港湾立地企業がカーボンニュートラル社会においても持続可能な活動を支援。 

 【連携・支援機関】 

大分県港湾課 

大分県工業振興課 

大分県新産業振興室 

（４）グリーン・コンビナートおおいた創出事業 

○大分コンビナートの脱炭素化と事業継続の両立を図るため、産学官連携による検討体

制の下、2030 年、2050 年を見据えて向かうべき方向性（ありたい姿）を関係者共有の

「将来ビジョン」等として取りまとめる。 

 

 

◎コンビナート企業各社においては、企業間の連携を推進するうえで、課題や提案等があり 

ましたら、事務局（県工業振興課）までお知らせください。 


